
 

 

 

 

 

 

お天道様が見ているよ 
 

（２月の「かがやきのつどい」で、子どもたちに以下のような話をしました。） 

私が子どもの頃、母や祖母から「お天道様が見てやるで！」という言葉を度々聞かされました。 

小学生だった私は、しなければならないことを一生懸命にしなかったり、まあいいかと手を抜いたりす

ることがありました。みなさんはどうですか。例えば、誰も見ていないからと、掃除の時間にほうきで集

めたゴミをそのままにしておいたり、誰も見ていないからと上履きのまま校舎の外に出てしまったりした

ことがありませんか。 

「お天道様が見ているよ。」 

「お天道様」とは太陽のことです。たとえ誰も見ていなくても、空の上の太陽はあなたの行動を見てい

るよということです。誰も見ていないからといって、悪いことをしてはいけませんよという教えです。 

この言葉は善いことにも使われます。お天道様が見てくれているからと、黙々と善い行いを続けている

人もいます。いろいろな成果や結果を残している人は、きっと誰も見ていない時でも地道に努力をしてい

るのでしょうね。 

「お天道様が見ている」という言葉は、とても大切な教えだと改めて感じま

す。「誰も見ていないから適当にしておこう」「誰も見ていないのにがんばって

もしかたがない」と流されそうなとき、そんな自分に負けないためにも「お天

道様が見ているよ」を思い出してほしいと思います。「お天道様が見ている」は

「自分にきびしく」ということでもあります。 

明後日は節分です。心の鬼を退治し、「自分にきびしく」「人にやさしく」を意

識して、３学期のまとめと来年度の準備をがんばっていきましょう。 
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 「見られている」ことを監視と捉えると何だか息苦しくなりますが、「見守られている」と捉えると、安心に

つながります。とりわけ子どもたちにとって、自分に関わってくれる大人、「いいものはいい（ダメなものはダ

メ）」と言ってくれる大人の存在は貴重です。 

 

城東小学校の子どもたちが幸せだと思うのは、お天道様を持ち出すまでもなく、子どもたちのことを常日頃

から見守ってくださっている保護者の皆様や地域の方々の存在があるということです。 

 

城東教育を語る会の方々にご意見を伺ったり、地域の各種団体の会議でお話を聞かせていただいたりする度

に、地域の力をとても頼もしく感じます。 

ＰＴＡの方々が、子どもたちのことを思いながら活動してくださる姿にも頭が下がります。 

 

「子どもを育てるにはひとつの村が必要だ」というアフリカの諺のとおり、子どもは、たくさんの人の愛を

受けて育っていきます。 

地域とともにある学校として、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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＜学校教育目標＞ 自助と友愛の精神を基盤に、生きる力をはぐくみ、心豊かでたくましい子どもを育成する 
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※その他の行事については、学校ホームページの「カレンダー」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日 (木) かがやきの集い、東中入学説明会(PM) 
 ６日 (火) 城東小入学説明会(AM) 
１２日 (月) 【祝日】建国記念の日 振替休日 
１６日 (金) 学習参観(２校時)、城東教育を語る会 
２３日 (金) 【祝日】天皇誕生日 
２８日 (水) 色別お別れ会、６年生を送る会 

主な行事予定 
令和５年度卒業式について 

日時：令和６年 3月１９日（火） 午前 

場所：城東小学校体育館 

 式場の関係で、保護者の方は各ご家庭 2 名まで

の入場とさせていただきます。 

在校生は全員が入場し、卒業生の門出を見送り

ます。卒業生にとって大変重要な節目の儀式とし

て、全校を挙げて大切に実施していきます。 


